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取扱説明書（保証書付を） 



ごあいさつ 

このたびはカシオ製品をお買上げ頂き、まこ 
とにありびとラございます。 

本機は、撮影した内容をその場で見ることび 
でさる液晶カラーモニターを備えた、コンパ_ 
クトタイプの液晶デジタルカメラです。本機 
をご使用になる前に' 必ず、 r まをとのごを青」--- 
をよくお読みの上、正しくお使いください。^ 
本書はお読みになった後を、大切に保管し 
ください。 


CASIO 


P Z 


はじめに 
準備する 
撮影する 
再生する 

消去ずる 

画像の管理 
について 
その他の設 
定について 
他の機器 
との接続 

付 録 


A 警告 


r 電池について 

• 電池は使いかたを誤ると液をれによる周囲の 
巧損や、破裂による火災•けびの原因となり 
ます。次のことは必ずお守りください。 

-分解しない、ショートさせない 
-加熱しない、乂の中に投入しない 
-新しい電池とちい電池を混ぜて使用しない 
-種類の違ラ電池を混ぜて使用しない 
-充電しない 

-極性（④と©の向さ）にを意して正しく入 
れる 

充電式電池の r 安全上のごミ主意」は充電式電 
池の取扱説明書をご参照ください。 


rAc アダプター（別売品）について 

• AC アダプターは使いかたを誤ると、乂災- 
感電の原因となります。次のことは必ずお巧 
り < ださい。 

-必ず別売の本機専用品を使用する 
-電源は、 AC ] 0 0 V (已0/巨 OHz ) のコンセン 
卜を使用する 

-1つのコンセントにい<つをの電気製品をつ 
なぐ、いわゆるタコ足配線をしない 


音 

〇 

〇 

Q 


はじめに] 


• AC アダプターは使いかたを誤ると、傷びつ 
いたり破損して、乂災•感電の原因となりま 
ず。次のことは必ずお守りください。 

-重いをのを乗せたり、加熱しない 
-加工したり、無理に曲げない 
-ねじったり、引っ張ったりしない 
-電源コードやプラグび傷んだら、お買い上げ 
の販売店またはカシオテクノ-サービスス 
テーシヨンに連絡する 

• 濡れた手で AC アダプターに触れないでくだ 
さい。感電の原因となります。 


[义中に投入しない 

• 本機を火中に投入しないでください。破裂に 
よる火災-けびの原因となります。 


〇 

〇 

奇 


[移動しなび5撮影しない 


自動車などの運転中や歩行中に撮影したり、 
モニターを見ないでください。転倒、交通事 
故の原因となります。 
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はじめに 


ま全上のごま意 


このたびは、カシオ製品をお買い上げいただき、誠にありびとラ 
ございます。ご使用の前に r 安全上のごを意」をよくお読みの上、 
正しくお使いください。 


/ t \ 危険 

この表示を無視して誤った取り扱いを 
すると、使用をび死 t または重傷を負 
ラ危険び差し迫って生じることび想定 
される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して誤った取り扱いを 
すると、人び死 t または重傷を負ラ危 
険の恐れびある内容を示しています。 

/ K ま意 

この表示を無視して誤った取り扱いを 
すると、人び傷害を負ったり財産び損 
害を受ける危険の恐れびある内容を示 
しています。 


絵表示の例 


度) 

〇記号は「してはいけないこと」を意味して 
います（左の例は分解禁止）。 

运 

参記号は「しなければならないこと」を意味 
しています（左の例は電源プラグをコンセン 
卜か引友く）。 


/i \ 危険 


[アルカリ電池について 

• アルカ U 電池からもれた液び目に入ったとさ 
は、すぐに次の処置を行ってください。 

1 . 目をこすらずにすぐにされいな水で洗い流 
す。 

2. ただちに医師の治療を受ける。 

そのままにしておくと失明の原因となりま 
す。 


I 

〇 


A 警告 


煙、臭い、発熱などの異常について 

• 煙び出ている、へんな臭いびする、発熱して 
いるなどの異常状態のまま使用すると、火 
災•感電の原因となります。すぐに次の処置 
を行ってください。 

1. 電源スイッチを切る。 

2. AC アダプター使用時は、プラグをコンセン 
卜から抜く。 

3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ ■ 
サービスステーシヨンに連絡する。 
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E はじめに 


A 警告 


「フラッシュについて 

• 可燃性ガスおよび爆発性ガスなどび大気中に 
存在するおそれびある場所では使用しないで 
ください。引火-爆発の原因となります。 

• 運転窗こ向けてフラッシュを使用しないでく 
ださい。目びくらんで運転不可能になり、事 
故を起こす原因となります。 


0 


r 水、異物はさける 

•水、液体、異物（金属片など）び本機内部に 
入ると、火災•感電の原因となります。すぐ 
に次の処置を行ってください。雨天、降雪 
中、ミ毎岸、水迅風呂場での使用は特にごを 
意ください。 

1. 電源スイッチを切る。 

2. AC アダプター使用時は、プラグをコンセン 
卜から抜<。 

3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ • 
サービスステーシヨンに連絡する。 
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分解-改造しない 

• 本機を分解-改造しないでください。感電- 
やけど • けびをする原因となります。内部の 
点検 • 調整 • 修理はお買い上げの販売店また 
はカシオテクノ •サービスステーシヨンにご 
依頼ください。 



落とさない、ぶつけない 

• 本機を落としたときなど、破損したまま使用 
すると火災•感電の原因となります。ずぐに 
次の処置を行ってください。 

1. 電源スイッチを切る。 

2. AC アダプター使用時はプラグをコンセント 
から抜く。 

3. お買い上げの販売店またはカシオテクノ ■ 
サービスステーシヨンに連絡する。 


I 

Q 

































































/ i \ ま意 


電池について 

• 電池は使いかたを誤ると液をれによる周囲の 
巧損や、破裂による火災 • けびの原因となる 
ことびあります。次のことは必ずお守りくだ 
さい。 

-本機で指定されている電池じ(がは使用しない 
-長時間使用しないときは、本機から電池を取 
り出してお< 

充電式電池の r 安全上のごミ主意」は充電式電 
池の取扱説明書をご参照ください。 


AC アダプター（別売品）について 

• AC アダプターは使いかたを誤ると、火災- 
感電の原因となることびあります。次のこと 
は必ずお守りください。 

-電源コードをストーブ等の熱器具に近づけない 
-プラグを抜くときは、電源コードを引っ張ら 
ない（必ず AC アダプターを持って巧く） 

-プラグはコンセントの奥まで確実に差し込む 
-旅行などで長期間使用しないとさはプラグを 
コンセントから抜く 

-プラグは年]回(上コンセントから抜いて、 
プラグの刃と刃の周辺部分にほこりびたまら 
ないように清掃する 


Q 

〇 

言 

〇 


■ ごま意 ■ 

電池持続時間について 

• 本取扱説明書に記載の電池持続時間は、推奨メーカーの電池 
を標準温度 （2 已む）で使用した場合の電源び切れるまでの 
目まであり、保証時間ではありません。 

(持続時間は電池メーカー、電池製造時期、周囲温度により 
大さく左ちされます。） 

• 連続してご使用になりますとノ くッテ U —警告び早く出ますの 
で、使用しないとさは、こまめに電源を切る事をお勧めしま 
す。 

•バッテ U —警告マークは電源び切れる寸前であることを示し 
ております。 

交換の際はすべて新しい電池と交換してください。 

消耗した電池での連続使用は液漏れやデータ破壊の原因とな 
ることびあります。 


「コネクター部への接続 

• コネクター部には、指定似がの別売品を接続 
しないでください。乂災 • 感電の原因となる 
ことびあります。 


Q 


r 不安定な場所に置かない 

• ぐらついた台の上や高い棚の上など、不安定 

な場所に置かないでください。落ちたり、倒 （\) 

れたりして、けびの原因となることびありま 
ず。 


r 置を場所について . 

• 本機を次のような場所に置かないでくださ 

し、。乂災■感電の原因となることびありま (\) 

す。 、ゾ 

-湿気やほこりの多い場所 
-調理台のそばなど油煙び当たるよラな場所 
-暖房器具の近く、ホットカーぺットの上、直 
射曰光びあたる場所、炎天下の車中など本機 
び高温になる場所 
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はじめに] 


[はじめに 


A \ ま意 


r 表ホ画面について 

• 液晶表示画面を強く巧したり、強い衝撃を与 
えないでください。液晶表示画面のガラスび 
割れてけびの原因となることびあります。 

• 液晶表示画面び割れた場合、表示画面内部の 
液体には絶対に触れないでください。皮膚の 
炎症の原因となることびあります。 

• 万一、□に入った場合は、すぐにうびいをし 
て医師に相談してください。 

• 目に入ったり、皮膚に付着した場合は、清を 
な流水で最低]日分似上洗ミきしたあと、医師 
に相談してください。 


[大切なデータは控えをとる 

• 本機に記憶させた内容は、パソコンなどに転 
送してバックアップとして保管してくださ 
し、本機の故障、修理などにより、記憶内容 
び消えることびあります。 


I 

〇 


6 


メモリー保護 

• 電池交換を行ラ際は、取扱説明書をよくお読 
みになり、正しく行ってくださし、。電池交換 
のしかたを誤ると、データび消えたり、変化 
したりすることびあります。 


コ 

〇 


フラッシュについて 

• フラッシュを人（特に顔）に向けて至近距離 
で発光させないでください。視力の低下など 
の障害を起こす原因となることびあります。 


I 

Q 


持ち運びのとを 

• 航空機の中など使用び制限または禁止されて 
いる場所では使用しないでください。事故の 
原因となることびあります。 


1 

Q 


E はじめに 


付属品の確認 


箱を開けた日、まず下記の付属品び全部そろっているかどラかをご確認ください。ちし、付属品び全部そろっていなかった場合は、お買 
い上げの販売店にお問い合わせください。 
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早わかりガイ 


はじめに I 



はじめに I 

撮影した画像を見る(再生) (詳細は己7ページ参照）1 


^ - 

【+】または【一】を巧すと 
記録した画像の送り/戻し 
がでをます。 
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[はじめに 

撮影ずる (詳細は4已ぺージ参照） ] 
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I はじめに 


撮影した画像を消す (詳細は60ぺージ参照） 
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はじめに I 


あ5かじめご承知いただきたいこと 


本書の内容については、将来予告なしに変更することびありま 
す。 

本書の内容については万全を期して作成いたしましたび、万一 
ご不審な点や誤りなど、お気付きのことびありました日ご連絡 
<ださい。 

本書の一部又は全部を無断で複写することは禁止されていま 
す。また、個人としてご利用になるほかは、著作権法上、当社 
に無断では使用できません。 

万一、本機使用により生じた損害、逸失利益または第兰者か日 
のいかなる請求についてち、当社では一切その責任を負えませ 
んので、あ日かじめご了承ください。 

故障、修理その他の理由に起因するメモ U —内容の消失によ 
る、損害および逸失利益等につさまして、当社では一切その責 
任を負えませんので、あ日かじめご了承ください。 

デジタルカメラを使って撮影したちのは、個人として使用する 
ほかは、著作権法上、権利ちに無断で使用でをません。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (V C 
C I ) の基準に基づくクラス日情報技術装置です。この装置 
は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この 
装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用される 
と、受信障害を引き起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


本文中のな下の用語は、それぞれ各社の商標です： 

• Windows、Internet Explorer および DirectX は米国マイク 
□ソフト社の商標です。 

• Macintosh は米国アップルコンピューター社の商標です。 

• CompactFlash 、 コンパクトフラッシュ、聲□コ'は米国 
SanDisk 社の商標です。 

. USB ドライバ(マスストレージ）は Phoenix Technolo 邑 ies 社 
のソフトウェアを使用しています。 

Compatibility Software Copyri 旨 ht © 1997 
Phoenix Technolo 邑 ies Ltd ., All Rights Reserved . 

. その他の社名および商品名は、それぞれ各社の登録商標および 
商標です。 
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はじめに] 


防水性/防塵性について 


本機は J IS 防水保護等級7級^ (防浸形)に適合しています。 

《 J に C 0920防水保護等級 

7級'' 常温で水道水かつ静水の水深 Im の水權に静かに本機を沈めたが 
態で、約30分間水中に放置しておいても本体内部に浸水しない 
こと。 


また、次の規格に相当する防水性/防塵性を持った設計を行って 
います。ただし、その性能を保証するちのではありません。 

. 防水性： JIS 防水保護等級6級(耐水形） 

いかなる方向からの水の直接噴流を受けてち、内部に水び入日 
ないこと。 

. 防塵性： JIS が来固形物保護等級日級(耐塵形） 
直径7已^/じ^ F の粉（じんぁぃ）び内部に侵入しなぃこと。 


使用環境について 

防水性/防塵性により、本機は濡れた手で触ったり、水で洗った 
りすることびでさるほか、次のよラな場所でち使用することびで 
をます。 

•浜辺.プールサイド.り|辺.スキーゲレンデ.雨の中 


ご使用にあたつてのま意事項 

• 【電池ブタ】、【端子カバー】をしっかりと閉じてください。 



[本機は水中撮影用のカメラではありません 。I 


高い水圧びかかる所での使 
用や、高い水圧での水洗 
し、水中に長時間沈めるこ 
とはおやめ<ださい。また 
海水、プール、温泉の中に 
は浸さないでください。 
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[はじめに 


本機の特徴 


. 撮影の場を拡げる防水性能 

JIS 防水保護等級己級、および7級に適合しています。今まで水 
び掛かることをむ配して持って行くことをためらった所でち、 
気にせず持って行くことびでをる防水性能を実現しています。 

. 水だけに留まらなし)保護性能 <防塵性能> 

撮影の場を拡げるとき、カメラ内へ侵入しようとするものは水 
だけではありません。砂や±、ホコ U をシャットアウトする 
J IS 防塵保護等級己級に適合する防塵性能を実現しています。 

. タフに使える耐衝撃性能 

G ショックで培われた技術を活かし、従来のカメラに比較し 
て、飛躍的に耐衝撃性を高めました。 

銀塩カメラからデジタルへ、そして精密光学機器から、タフに 
使える電子情報機器へと進化しました。 

.ベストショット機能搭載 

新たにスキー場での撮影や、海辺での撮影シーンを設定。カメ 
ラび煩わしい設定を自動的に行ラので、簡単に綺麗な写真を撮 
ることびでさます。 

. メガピクセルに00万画素) CCD 採用 
高画質でありなびら、パソコン上での編集などで扱いやすい 
200万画素 CCD (総画素数214万画素)を搭載。 

. クイックな操作性を実現する単焦点-固定焦点レンズ 
レンズの初期動作びないため、起動時間び短く、また、撮影時 
の素早いシャッターち実現します。 

その俊敏性を活かすため、ズームにはデジタルち式を採用して 
います。 


.連写、ムービー撮影機能搭載 

内部メモ U —を活用した高速連写撮影、スポーツシーンで有効 
なムービー機能を搭載しています。 

. PC カメラモード搭載 

US 日接続で、パソコンへ U アルタイムな映像を送ることび可 
能。ブ□ー ドバンド時代に拡びるネット5—ティングなどに活 
用でさます。 

. ミニ USB 端子対応 

ル型 USB 端子の新標準規格に準拠した端テを採用。況用性びお 
びっています。ちちろん接続の簡便性はかわりありません。 

• DCF ( Desi 旨 n rule for Camera File system ) 対応 

画像データは続一規格の DCF 規格に準拠しているため、同規格 
に準じた他の機器との互換性びあります。 

• DP 0 F ( Di 邑け al Print Order Format ) 対応 

DPOF 規格に対応しているため、同視樹こ準じたデジタル DPE 
サービスを簡単に利用することび可能です。 

• PRINT Image Matchin 旨対応 

本製品は PRINT Image Matchin 旨に対応しています。 

PRINT Image Matchin 旨及び PRINT Image Matchin 旨 n 
対応プ U ンタでの出力及び対応ソフトウエアでの画像処理にお 
いて、撮影時の状況や撮影をの意図を忠実に反映させることび 
可能です。 

•「Photo Loader 2」、 「 Photohands 」 付属 
好評な自動取り込み機能を備えた Photo Loader の最新版を付 
属。メール自動添付機能などび加わりました。 

同時にレタッチ機能を備えた Pho ね hands も付属。 

更にを彩に画像を活用できます。 


E はじめに 


石けん、洗剤、入ミ谷剤の入った水に 
は絶対に浸さないでぐださい。 



快適にお使いいただくために 

•水濡れ後は本機のすさまに水びたまっている場合びあります。 
よく振って水を抜をましよラ。水びたまったまま持ち運ぶと、 
水び漏れて服やバッグの中などを濡らす恐れびあります。 


使用が況によるま意事項 

次の条件で使用確認を行っています。 

•浜辺/プールサイド 

砂浜の上に直接置かないでください。ミ毎水、プールの水、砂な 
どび付いた場合は、洗面器などにためた真水で洗い流してくだ 
さい。 

• 雨の中 

雨とは r やや強い雨」の場合を想定しています。]時間の雨量び 
およそ] Omm しソ上で、大雨を意報の基準 （1 時間におよそ1已〜 
30 mm じ(上）に達しないく日いの強さの雨を指します。 

<参考>「雨の強さに関する用語」（気象庁） 

雨びかかっている最中、または手び濡れている状態での【電池ブ 
夕】、【端テカバー】の開閉は絶対にしないでください。 

•洗ラ 

一般的な家庭用水道の蛇口か日出る弱めの水流 (20 mm 口径の 
蛇口から最大 98 kPa(l kgf / cm 2 )) で、蛇口より約1已巳 m 離し 
て洗ってください。洗ラ際、ブラシやタワシなどの道具は一切 
使用せず、手だけで軽くこすって洗ってください。 


重要！ • これ日は実際の使用時に全ての状況での動作を保証する 
ものではありません。場合によつては過失び認め日れる 
と修理不能や有償修理の対象となります。 
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共通ま意事項 

• 【電池ブタ】、【端テカバー】に組み込まれている 0 U ングの接合 
面に微細なゴ5(髪の毛1本、砂粒]コ等)びわずかでち挟まる 
と浸水の原因となります。フタを閉じる際、わずかでち水滴- 
砂-巧れなどび付着している場合は、必ず乾いた清潔な布で拭 
を取って < ださい。 

. 海水/洗剤/砂/お等び付着した場合、水道等の水流ではな 
く、洗面器などに溜めた真水で軽く洗い流してください、蛇口 
か日直接か流で洗ラと、水流でおや砂びボタン等に入る恐れび 
あり不具合の原因となります。また、【電池ブタ】、【端テカ 
バー】はさっちりと閉じてください。 

• 水濡れ後は、乾いた清潔な布でかをおさ取ってください。 

《本機内部びショートする恐れびありますので水滴び付着したまま放置し 
ないで < ださい。 

※寒;令地では本機に水滴び付着していると、凍結することびありまず。凍 
結したままで使用すると故障の原因になります。水滴び付着したまま放 
置しないでください。 

.落下/衝撃については曰苗生活における使用での耐衝撃性を想 
定していますので、投げつけたり、無理な落としちをする等、 
故意に極度な衝撃を与えた場合は壊れる場合びありますのでご 
を意ください。また、本機の性能に異常び無くても落下衝擊に 
てキズ等び発生します。 

•防水性を維持するために、【電池ブタ】、【端子カバー】の 0 U ン 
グは異常の有無にかかわ百ず、必ず2年ごとに交換(有料）して 
ください。 0 U ングの交換については、カシオテクノ ■ヴービ 
スステーションまでご連絡ください。 
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0リング（ゴムパッキン)の点検 

水びかかる場所で使用する際には、必ず【電池ブタ】、【端テカ 
バー】の0 U ング(才 一 U ング)とその接合面の点検を行つてくだ 
さい。砂粒1つ、髪の毛1本などのルさなゴ S び付いていてち防 
水性び損なわれ、水漏れします。また、水漏れすると修理不能と 
なります。 0 U ング、 0 U ング溝、接合面に傷、変お、ゴミなど 
び付いていないことを十分確認してください。01」ングやその接 
合面にゴミび付いているときは清掃を行ってください。 


【電ミ也ブタ】 【端モカバー】 



はじめに] 


2 . カメラをおく 

• 清潔で乾燥した柔 b かい巧で、カメラのか気をおさ取り、 
陰干しして乾燥させます。 

重要！ •水漏れや故障の原因となりますので洗剤や熱湯、強い水 
流で洗わないでください。 

. カメラを振り回して水切りしたり、ドライヤーなどで強 
制的に乾燥させないでください。 

• 洗濯機などで洗わないでください。 

.汚れびひどいとさは、カシオテクノ•サービスステー 
ションへご相談ください。 


使用上のごま意 


データエラーの ごま意 

. 本機は精密な電子部品で構成されており、似下のお取り扱いを 
すると内部のデータび破壊される恐れびあります。 

一記録中に【電池フタ】を開けたり、 AC アダプターをはずした 
一撮影中などにメモ U —カードを抜いた 
-電源を OFF にしたとさに【動作確認用ランプ】び点打している 
状態で電池や AC アダプターを抜いた、【電池ブタ】を開け 
た、メモ U —カードを抜いた 
-通信中のケーブルはずれ 
一消耗した電池を使用し続けた 
一その他の勇萬操作 

このよラな場合、次の表示び出ましたら、画面に対応したご処置 
をお願いいたします。 


メモ1」一力ードエラー ^画面に表おされるメッセージと 
フオ-マットサレテイマセン,その対処ち法。旧〇ぺ-ジ） 
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1はじめに 1 

0リングにゴミび付いた5… 

カメラ使用後のお手入れ 

. OU ングを軽くずらして取りがし、水を湿した綿棒などで、0 

砂やおび付いたり、か気のある場所で使用した後は、【電池ブタ】 

U ング溝、接合面に付いたゴミを取り除をます。 

や【端テカバー】を開く前にな下の手順に従ってカメラを水洗いし 

. OU ングを水洗いし、水気を取ってか日 OU ング溝に取り付け 

て < ださい。 

ます。 


. 0 U ングび溝にしっかりと入っていることを確認してくださ 

重要！ • 水洗いに使用する水は30でな下の水道水を使用してく 

し)。 

ださい。 


.カメラ内部は防水構造ではありませんので、必ず、か洗 

重要! . OU ングを無理に引っ張ったり、広げたりしないでくだ 

いをする前に【電池フタ】や【端テカバー】び閉まっている 

さい。 

ことを確認してください。 

. 0 U ングは特殊加工されていますのでグ U スを塗った 


り、オイルび付かないよラにを意してください。 

ブ.水に浸して洗います 

. 先のとびったちので OU ングを外さないでください。傷 

. バケツなどに水を入れ、その中にカメラを浸し、ゴミ、 

び付いて、水漏れの原因となります。 

ミ尼、砂などび良く落ちるよラにカメラを軽くゆすりなびら 

.0 U ングに著しいねじれびあると水漏れの原因となりま 

洗います。 

すので、十分を意して取り付けてください。 

. 巧れたままの【レンズ】、【ファインダー】、【液晶モニ 

.0 U ングび切れたり、傷、変形びある場合や、ご購入後 

夕一】、【フラッシュ】をこす日ないでください。 

2年間を過ぎた0 U ングは傷の有無に関わ日ず、カメラ 


ごとカシオテクノ-サービスステーションにお持ちにな 


り、新しいちのと交換してください(有料)。また、ひん 


ぱんに水気、砂、ホコ U のある場所で使用するときは] 


年ごとに交換することをおすすめします。 


22 




1はじめに 1 

使用環境について 

レンズについてのごま意 

•使用でさる温度の範囲は、0で〜40でです。 

. 次のよラな場所には置かないでください。 

一直射日光のあたる場所 

一を暖房装置の近<など極端に温度、湿度び変化する場所 
—曰中の車内、振動の多い場所 

. レンズ面び指紋やゴ S などで巧れていると、カメラ本体の性能 
び十分に発揮されませんので、レンズ面には触れないでくださ 
し、レンズ面のミちれは、ブ□アー等でゴ5やホコ U を軽く吹さ 
仏ってか日、乾いた柔らかい布で軽くおいてください。 

結露について 


. 真冬にきし值外か日暖房してある室内に移動するなど、急潮こ 
温度差の大さい場所へ移動すると、本機の内部や外部に水滴び 
付く（結露）ことびあります。結露は故障の原因になりますの 
で、ごを意ください。結露を防ぐには、温度差の大さな場所の 
間を移動する前に、本機をビニール袋で密封しておを、移動後 
に本機を周囲の温度に充分慣らしてか b 取り出して、【電池ブ 
夕】を開けたまま数時間放置してください。 


堂光管について 


. 液晶画面のバックライトに使用されている堂光管には寿命びあ 
ります。液晶画面び暗くなったり、チラつく場合は、最寄りの 
カシオテクノ-サービスステーション （84 ページ）までご連絡 
ください。有償にてお取り誓え致します。堂光管の寿命は、一 
曰2時間のご使用で約己年間です。 

•低温でご使用の場合は、バックライトび点灯するまでに時間び 
かかったり、赤味を帯びることびありますび、故障ではありま 
せん。しば日くすると正苗に戻ります。 
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準備する 


初めてご使用になるかたはここか日お読みになり、撮影前の準備を行つてください。 


各部の名称 


この取扱説明書では、本機の各部の名称を次のよラに【】を使って表記します。スイッチやボタンなどの場所びねか日なくなった場合は、 
こち日をご参照ください。 


前面部 


【+】/【-】 


【標準/マク□切替スイッチ】 

已〇ページ 
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L 準備ずる 


液晶 モニターの 表示内容 


【液晶モニター】にさまざまな情報び表示されます。 

♦撮露モード時 

• 撮影モードは次のモードです。 

通常撮影モード、連写モード、セルフタイマーモード、ムービーモード、ベストショットモード 

フオーカスモード 
表示なし（標準） 

M (マクロ 

フラッシュモード —— 

表示なし（自動発光） 

励 (発光禁止） 

D (強制発光） 


ムービーの記録中表示 

バッテリー残量表示 -1 I I 

メモリーカード挿入警告^ — I 露出補正表示 日付/時刻 

(現在の曰時び1砂間表示されます） 
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セルフタイマーモード . 日]ぺージ 

ムービ ーモー ド . 日3ぺージ 

連写モード . 51ぺージ 

ベストショットモード . 已2ぺージ 

通苗撮影モード . 4日ペーシ 

再生モード . 日7ぺーシ 

セットアップモード… . 6己，77ぺーシ 

PC 接続モード . 7日ぺーシ 

携帯 U ンクモード . 74ぺーシ 


背面部 【4 H】 【並/画 Q】 

_ (フラッシュ、一覧表示）（ズーム、拡大） 【 WB 瑜】 

【動作確認用フンプ】 4 8 , 58 ぺージ 4 ス 5 日ぺージ （ホヮィトバランス、ミ肖去) 



準備ずる 


《但马 I 昌^目 

_- Is 

撮影モ—ド 
















































































































































準備ずる I 


♦ 再生モード時 


• SET UP モード時 


再生 ズーム ページ 番号 

—画質 

F (精舰 



バッテリー 
残量表'吊 
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ランプについて 


本機には【動作確認用ランプ】、【電源ランプ】、【セルフタイマー用 
ランプ】びあります。点灯や点滅、色によってカメラの動作の状 
況を知らせます。 


■電源ランプ 

緑色で点滅：起動中/電源オフ中 
緑色で点打：通苗電源オン状態 
赤色で点滅：電池警告 



【電源ランプ] 


■動作確認用ランプ 

オレンジ色で点滅：フラッシュ充電中 
オレンジ色で点打：フラッシュ発光予測 
緑色で点滅：ムービー撮影中/セルフタイマー 
のカウン トダウン 
赤色で点滅：メモ U —力ード異常 



[動作確認用ランプ】 


■セルフタイマー用ランプ 

赤色で点滅：セルフタイマー 
のカウントダウン 



【セルフタイマー用ランプ] 


付属品の使いかた 


ストラップの取り付けかた 

ストラップは、図のよラにストラップ巧に取り付けます。 
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♦携帯リンクモード時 



液晶モニターの表示内容を切り督える 

撮影モード、再生モードでは 【 DISP 】 を押すことにより、【液晶モ 
ニター】に表示される内容を切り誓えることびできます。 

■ 撮影モード時 


撮影情報表示オンに日ぺージ) 

I 

[ DISP ] 撮影情報表示オフ 

I 

液晶 モニター オフ※ 


※マク□撮影、連写モード、ムービーモードでは液晶モニター 
オフはでさません。 

■ 再生モード時 


再生情報表示オンに9ぺージ） 
に ISP 】 I 

再生情報表示オフ 
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■ストラップの使いかた 

ストラップはバックル部で簡単に取りはずしびできます。また、 
ストラップ部分はスナップボタンではずせますので、バッグなど 
に取り付けることびでさます。 



重要！ •本機操作時は落下を防止するため、必ずストラップに手 
を通した状態で使用してください。 

• 付属のストラップは本機専用です。他の用途に使用しな 
いで < ださい。 

.ストラップを持って本機を振り回さないでください。 
.バックルには表裏びありますので、確認してか日、取り 
付けてください。 


レンズキャップの取り付けかた 

本機をご使用にな日ないとさは、必ずレンズキヤツプを取り付け 
て < ださい。 



. レンズキャップをキャップホルダーでストラップにつなざ止め 
ることで紛失防止びできます。 

. レンズキャップを取り付けなくてち耐水性に変わりはありませ 
ん。 
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電源について 


本機は下記のいずれかの電源び利用でさます。 
.電池 

単3形アルカ1」電池 LR 日： 4本 
単3形 U チウム電池 FR 目： 4本 
単3形ニッケル水素蓄電池 NP - H 3 : 4本 

• 家庭用電源 

AC アダプター: AD - C 630 J 
AC アダプター チヤージャー： BC -3 HA 


電池を使う 

電池の交換の際は、電源を切った状態で行ってください。 


3 . 【電池ブタ開閉ツマミ】を" g " の方向にまわし【電池ブタ】 
を開をます。 

4 . 電池を図のよラにセットします。 



1 . 【電池ブタ】を開く前に砂や水分がカメラ内に入5ないよ 
ラによ < ふを取0ます。 

2 . 【電池ブタ□ックツマミ】を矢印 
の方向にず5します。 


【電池ブタ開閉ツマ三】 
[電池ブタ□ックツマミ] 


5 . 0 U ングと接合面に傷やゴミがついていないか点検しま 
す。 
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■電池持続時間の目安 

下記の電池持続時間は、標準温度 (2 日で）で使用した場合の電源 
び切れるまでの目安であり、保証時間、または保証枚数ではあり 
ません。低温下で使ラと、電池持続時間び短くなります。 


使用電池 

連続再生時間 

連続撮影時間(撮影枚数） 

単3形アルカリ電池 LR 白 

約3時間20分 

約吕時間吕〇分(約700做 

単3形 U チウム電池 FR6 

約巳時間40分 

約己時間(約1已00枚） 

単3あニッケル水素蓄電池 NP-H3 

約3時間20分 

約吕時間40分網800枚） 


• 測定条件 

標準温度 (2 日で)/連続撮影/フラッシュ非点好 


使用電池 

単3形アルカ U 電池 LR 6 :松下電池工業(株)製 

単3形 U チウム電池 FR 日 ：富±写真フイルム(株)製 

《 電池持続時間は電池 メーカー によって異なりまず。 

仮に上記条件で1分毎に]枚ずつ撮影した場合、上記数値の約 
]/已になります。 

フラッシュの使用頻度や電源び入った状態の時間により、撮影 
時間または枚数は大幅に異なる場合びあります。 

各電池の特性の違いからノ（ッテ U —残量表示の変化のスピード 
ちさ々で異なります。 


■電池を長持ちさせるために 

.フラッシュを使用しないで撮影するとさは、【る因】を押して 
回(発光禁止）に設定してご使用いただくと電池持続時間び長 
くなります。 

. オートノ（ワーオフ機能 （39 ページ）により、電源の切り忘れな 
どのむだな電力消費をおさえることびでさます。 

■電池特性による注意事項(アルカリ電池について） 

アルカ U 電池の持続時間は、メーカーや保を期間、使用温度、撮 
影条件により大きく異なります。通苗ご使用になる場合、アルカ 
U 電池よりち持続時間の長いニッケル水素蓄電池や U チウム電池 
のご使用をおすすめいたします。 

例]:断続的に使用した場合は、電池持続時間は短くなります。 
•条件：常温に日° C ) 

] 分毎にフラッシュを発光し]枚ずつ、]0分間 
撮影一]分間再生^ 9分間電源を切る。この 
操作を繰り返す。 

•動作時間：約2時間40分/撮影枚数：約146枚 
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6 . 【電池ブタ】をしっかりと閉め【電池ブタ開閉ツマミ】を 
"©"の方向にまわしまず。 

. 「カチッ」と音びするまでまねしてください。 



. 暖かい室内から寒い屋外へ出た直後などでは、カメラ内 
部と外気の圧力差により【電池フタ】び開さづらい場合び 
あります。 

.0 U ングに傷やゴ5びついたまま使用すると、防水性び 
損なわれ、浸水すると修理不可能になります。 

.0 U ングに傷びついたり、変あしたときはカシオテク 
ノ•サービスステーションにお持ちください。有償にて 
修理いたします。 


メモ U —カードの入れかたについては40ページをご覧くださ 
い。 

重要！.マンガン電池は使用でさません。必ず単3形の指定電池 
をご使用ください。 

• 【動作確認用ランプ】び点滅しているとさは、【電池ブタ】 
を開けないでください。撮彰された画像びメモ U —力一 
ドに記録されなかったり、メモ U —力ードを破壊する場 
合びあります。 

.か気のある場所では【電池ブタ】を開けないでください。 
カメラ内部に水び入り修理不可能となります。 
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例2 :低温下で使用した場合、電池持続時間は短くなります。 


■電池使用時の注意事項 


•条件：お温ので） 

1分毎にフラッシュを発光し]枚ずつ、] 0分間 
撮霞^ ]分間巧生^ 9分間電源を切る。この 
操作を繰り返す。 

• 動作時間：約2日分/撮影枚数：約23枚 

■充電式電池のご利用について 

充電式電池は、別売のニッケル水素蓄電池 ( NP - H 3) をお使いく 
ださい。他の充電式電池については動作保証いたしかねます。 

AC アダプターチャージャー ：日 C -3 HA 

ニッケル水素蓄電池/急速充電器セット： BC -1 HB 4 
ニッケル水素蓄電池 (4 本セット） ： NP - H 3 P 4 


♦電池は使いかたを誤ると液ちれによる周囲のミち損や、 
破裂による火災、けびの原因となることびあります。 
次のことは必ずお守りください。 

.極性喊と©の向き）にミ主意して正しく入れてくださし、。 
. 新しい電池とちい電池を混ぜて使用しないでください。 
. 種類の違ラ電池を混ぜて使用しないでください。 

• 本機で指定されてし)る電池]; m は使用しないでくださし)。 
参電池は、充電(充電池使用時を除く）や分解、ショート 
する恐れのあることはしないでください。また、加熱 
したり火の中へ投入したりしないでください。 

参使えなくなつた電池は漏液して故障の原因となります 
ので、すぐに取り出してください。 

. 2週間じ(上使用しないときは、取り出しておいてください。 

. 電池び消耗してくると熱を持ちますび故障ではありません。 



重要！.電池は、必ず同じ製品を4本セットでご使用ください。 

違ラ種類の電池や、充電状態の異なる電池を組み合わせ 
てご使用になると、電池寿命を短くしたり、カメラの故 
障の原因となります。 

• 本機では充電でさません。 
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■バッテリー残量表示 

電池び消耗すると【液晶モニター】に表示されているノ（ッテ U -残 
量表示び下記表のよラに変化します。 E の状態で使用し続け 
ると、自動的に電源び切れます。速やかにすべて新しい電池と交 
換してください。 


電池残量 

を . -^少 

画面情報表示 

一 一 
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家庭用電源を使ラ 

家庭用電源から電源を取るには専用のアダプターび必要です。 

1 . 【端子カバー】を開ける前に、砂や水分がカメラ内部に入 
5ないよラによ < ふさと0ます。 

2 . 【端子カバー開閉ツマミ】を" g" に合わせて【端子カバー】 
を開をます。 

3 . アダプターのプラグを 【DC IN 日V】に接続します。 


• AC アダプター: AD - C 己 30 J 烟 J 売） 

《 AC アダプターは米国など AC 1 00〜 I 20 V の電源地域への旅行の際 
は、そのままご使用になれます。 

• AC アダプターチャージャ ー : BC -3 HA (別売） 

《 AC アダフターチャージャーは AC アダプターの機能と、単3おニッケル 
水素蓄電池の充電機能を備えています。また、単3おニッケル水素蓄電 
池び4本同捆されていまず。 

《 AC アダプターチャージャーは AC 1 00〜 240 V の電源に対応してお 
り、ミ毎がへの旅行の際をご利用になれまず。ミ毎外でのご使用では、各地 
域に合った市販の電源コードをお買いホめ<ださい。 


重要！ •【端テカバー】び開いているとさは、防水性はありませ 
ん。砂や水分のない場所でご使用ください。 

. 使い終わった日必ず【端テカバー】をしっかりと閉め、 
【端テカバー開閉ツマミ】を" g " に合わせて固定してく 
ださい。 



準備ずるI 


電源を入れる/切る 

電源の入/切は【電源スイッチ】で行います。 


[POWER ON / OFF ] 



ON :電源び入ります。 

OFF :電源び切れます。 

重要！.オートパワーオフ機能で電源び切れた場合は、一度 
" OFF " に合わせてか日、再度電源を入れてください。 


電池の消耗をおさえるための機能 

電池の消耗をおさえるために、しソ下の機能びあります。 

オートパワーオフ：一定時間操作しないと電源び切れます。電 
源び切れるまでの時間は使用中のモードに 
よって異なります。 


モード 

電源び切れるまでの時間 

通苗撮影モード 
連写モード 

セルフタイマーモード 
ムービー モード 

2分 

再生モード 
セットアップモード 
PC 接続モード 
携帯 U ンクモード 

已分 


• しツ下の状態では、オートノくワーオフは働さません。 

一本機の携帯電話接続端テや USB 接続端テを通じて本機を外 
部のパソコンなどと接続しており、外部機器で本機を操作し 
ているとさ 

- AC アダプターを接続しているとさ 
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■AC アダプター 使用時の 注意 

• 表示された電源電圧じ(外の電圧で使用しないでくださ 
し、乂災-故障-感電の原因となります ( AC アダプ 
ターは別売本機専用をご使用ください)。 

参 AC アダプターの電源コードを傷つけたり、破損した 
りしないでください。また、重いちのをのせたり、加 
熱したりしないでください。電源コードび破損し、火 
災■事故-感電の原因となります。 

• AC アダプターのコー ドを加工したり、無理に曲げた 
り、ねじったり、引っ張ったりしないでください。火 
災■故障-感電の原因となります。 

• 濡れた手で AC アダプターを抜き差ししないでくださ 
し、感電の原因となります。 

♦タコ足配線をしないでください。火災•故障-感電の 
原因となります。 

•万一、 AC アダプターの 電源 コー ドび傷んだ5(な線の 
露出-断線など)、販売店またはカシオテクノ-ヴー 
ビスステーションに修理をご依頼ください。そのまま 
使用すると火災-故障-感電の原因となります。 

. AC アダプターを抜さ差しする際は、必ず本機の電源を切った 
状態で行ってください。 


• 本機に電池をセットした状態で AC アダプターを使ラ場合で 
ち、電源を入れたまま AC アダプターの抜さ差しをするのはお 
やめください。電源を入れたまま AC アダプターの抜を差しを 
行ラと製品保護のために本機の電源は一度切れますび、保護し 
されずに故障の原因となります。 

. AC アダプターは、長時間ご使用になりますと若干熱を持ちま 
すび、故障ではありません。 

• ご使用にならないときは、 AC アダプターをコンセントから必 
ずはずしてください。 

. AC アダプターのプラグを差し込むと、電池よりち AC アダプ 
ターび優先されます。 

.パソコンと接続する際は、 AC アダプターをお使いください。 
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メモリーカードについて 


本機は、撮影画像の記録用としてメモ U - 力ード（コンパクトフ 
ラッシュカード <CF TYPE I >を使用します。 


重要！.マイクロドライブは使用できません。 

. メモ U —カードの抜さ差しは、電源を切った状態で行っ 
て < ださい。 

.カードには、表裏、前後のち向びあります。無理に入れ 
よラとすると破損の恐れびあります。 


メモリ —九一 ^を入れる 【電池ブタ開閉ツマミ] 

1 . 【電池ブタ】を開ける前に、砂 
や水分がカメラ内に入5ない 
よラによ < ふさと0ます。 

2 . 【電池ブタ□ックツマミ】を矢 
印方向にず5しまず。 

3 . 【電池ブタ開閉ツマミ】を" g" 

の方向へまわし【電池ブタ】を 
開をます。 

【電ミせブタ□ックツマ三】 



【電池ブタ】 


4 . メモリーカードの切り欠きの 
ある面(裏面)を本機の前面部 
側に向け、しっかり押し込み 
ます。 



5 . 【電池ブタ】をしっかりと閱 
め、【電池ブタ開閉ツマ=】を 
"g" の方へまわして固定しま 
す。 
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メモリーカードを取り出ず 


1 . 【電池ブタ】を開ける前に、砂 
や水分がカメラ内に入5ない 
よラによ < ふさと0ます。 

2 . 【電池ブタ□ックツマミ】を矢 
印方向にず5します。 

3 . 【電池ブタ開閉ツマ5】を" g" 
の方向へまわし【電池ブタ】を 
開をます。 



4 . 【イジ: c クトボタン】の"参"の 
部分を押し、【イジェクトボ 
タン】を起こします。 



【イジェクトポタン] 



5 . 【イジェクトボタン】を深く巧 
し込みます。 


6 . メモリーカードを取り出しま 
す。 


7 . 【電池ブタ】をしっかりと閉め 
【電池ブタ開閉ツマ=】を" g" 
の方へまわして固定します。 

. 「カチッ」と音びするまで 
まねして < ださい。 
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メモリーカードのごま意 

■メモリーカードについて 

. 本機はメモ U —力ードび装着されていないと画像び記録でさま 
せん。必ずメモ U —カードを装着してください。 

. メモ U —力ードは必ずカシオ製またはサンディスク製のコンパ 
クトフラッシュカードを使用してください。他社のメモリー 
カードをお使いの場合は動作保障でさません。また、動作確認 
を行ったメモ U —カードについては、カシオホームページ 
( http :// www . casio . co . jp /) をご覧く ださい。 

• 静電気、電気的ノイズ等により記録したデータび消滅または破 
壊する事びありますので、大切なデータは別のメディア (MQ 
ディスク、八ードディスクなど)にパックアップして控えをとる 
ことをおすすめします。 

. 万びーメモ U —力ードの異常び発生した場合は、メモ U —力一 
ドのフォーマットの操作で復帰でさますび、外出先などでこの 
操作を行えない場合に備えて複数枚のメモ U —力ードをお持ち 
することをおすすめします。 

• 異苗と思われる画像を撮影したり、新たにメモ U —力ードをご 
購入された場合は、一度フォーマット(初期化）してお使いいた 
だ<ことをおすすめいたします。 

.フォーマットの操作を行ラとさは、 AC アダプターを使用する 
か、新品のアルカ U 電池または U チウム電池を使用してくださ 
し、フォーマット中に電源び切れると正しくフォーマットび行 
われず、メモ U —力ードび正常に使用でさない場合びありま 
す。 


日時の設定 


お買い上げ後ネ刃めて撮影をする前に、日時を設定してください。 
この曰時は、ファイル名やファイル情報などに利用されます。 

重要！.電池や、 AC アダプターで電源び供給されないと、約 
24時間で曰時び U セツトされます。 

•時刻び点滅してし)る場合は、日時設定びセツトされてい 
ない、または U セツトされていることび考え日れますの 
で、曰時設定をしてください。 

• 日時設定を行わないと、間違った時間データによって記 
録されてしまいます。必ず設定してください。 


日付と時刻を設定ずる 

ブ.電源を入れ、【ダイヤル】を" SET UP " に合わせます。 

2 . 【+】または【-に"トケイ"を選び【シャツター】を押しま 
す。 

3 . 【+】または【-】で"ジ〕クセツテイ"を選び【シャツ 
ター】を巧します。 
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重要！ •故障の原因となりますので、メモ U —カード挿入部には 
メモ U —力ードじ(がのちのを入れないでください。 

. 万一異物やかびメモ U —力 ー ド挿入部に入り込んだ場合 
は、本機の電源を切り、電池 • AC アダプターを抜い 
て、販売店またはカシオテクノ•サービスステーション 
にご連絡ください。 

. メモ U —力ードの挿入部を下にしたまま、カードを取り 
出さないでください。メモ U —カードび落下して、故障 
やデータび破壊する場合びあります。 

. 【動作確認用ランプ】び点滅している間にメモ U - 力ード 
を取り出さないでください。撮影された画像びメモ U — 
カードに記録されなかったり、メモ U —力ードを破壊す 
る場合びあります。 


メモリーカードをフォーマツトずる 

メモ U —カードをフォーマットすると、メモ U —カードの内容び 
すべて消まされます。 

重要！.一度メモ U - 力ードをフォーマットすると、二度とデー 
夕を元に戻すことはでさません。フォーマットしてちよ 
いかをよく確かめてから行ってください。 


1 . 電源を入れ【ダイヤル】を" SET UP " に合わせます。 

2 . 【+】または【一】で"ショウキョ/ フオー マット"を選び 
【シャッター】を押します。 

3 . 【+】または【一】で"フオーマット"を選び【シャッター】を 
押します。 

4 . 【+】または【一】で"フオーマット"を選び【シャッター】を 
押します。 

キャンセル：フオーマットを実行しません。 

フオーマット：フオーマットを実行します。 


[準備ず5 


4 . 設定項目を選び、日時を合わせます。 



【シャッター】 . 反転部分を移動させます。 

【+】 または 【一】 ....... 反転部分の数字などを変えます。 

5 . 【D 旧 P】 で決定します。 


日付の表示方法を変える 

画面上での曰付の表示方法を2通りの中から選ぶことびでをます。 


1 . 電源を入れ、【ダイヤル】を" SET UP " に合わせます。 

2 . 【+】または【-に"トケイ"を選び【シャツター】を押しま 
す。 

3 . 【+】または【一】で"スタイル"を選び【シャツター】を押し 
ます。 

4 . 【+】または【一に設定内容を選び【シャツター】で設定し 
ます。 

例）10月18日 

M 0 NTH/DAY (月/曰）：]0/]8 
DAY / M 0 NTH (曰/月）：]8/]0 
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撮影する 


ここでは最も基本的な撮影ち法や基本的な設定について説明します。 3. 【液晶モニター】を被写体に合わせます。 


基本的な撮影 


本機では撮影モードの中でち、通常撮影モードでの撮影び基本と 
なります。被写体の明るさに応じてカメラびシャッター速度と絞 
り数値を自動的に調整します。 

1 . 博源スイッチ】を" ON" に合わせ 
ます。 

. 【液晶モニター】に画像または 
メッセージび表示されます。 



2 . 【ダイヤル】を"〇"(通常撮該 
モード）に合わせます。 




• 撮影でさる範囲は、約 60 cm 〜 〇〇です。 

. 【ファインダー】から被写体を見て撮影することちでをま 
す。（日0ページ） 

. 【ファインダー】か日被写体を見るとさは【□旧 P 】 を押し 
て、【液晶モニター】を消すことで、電力の消費を減日すこ 
とびでさます。 


4 . 【シャツター】を半押しし、露出 
を固定 (AE □ック）します。 



/■シお I ッター y 
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撮影ずる I 


電池消耗時の画像記録について 

通苗は一時的に画像を内蔵のバッファメモ U —にため、順次メモ 
U 一力ードへ画像を記録することで撮影間隔を短縮しています。 
ただし、電池び消耗し、バッテ U —残量表示び"になったと 
さは画像の記録ちれを防ぐために、]枚撮影する毎に内蔵のバッ 
ファメモ U —を使わずにメモ U —力ードに画像を記録するよラに 
なり、撮影間隔び長くなります。 


ズームについて 


本機のズームは、デジタルズームを採用しています。 

デジタルズームは画面の中央を拡大して記録します。ズームの倍 


率は次の通りです。 

倍率： 2倍 

1 . 撮影モ-ドで【け]/画〇】 
を押して倍率を変えます。 

倍率 


i け]/函 WB 



作]/函 Q/ 

(ズ —厶. あ大) 




【け]/画 Q】 を押すたびに【液晶モニター】に倍率び表示 
され、切り替わります。 

XI (1 樹一 X 2 に倍） 

ムービーモードでは、デジタルズームを使用でさません。 
デジタルズーム時は、画像サイズは"1 600 X 1 200" や 
"800 X 己 00" のどち日に設定しても日 00 X 己 OOpixels 
となります（已3ページ)。 


^撮影ずる) 


レンズや各センサーを指で 
ふさびないでください。 


5 . 【シャツター】を全巧ししま 
す。 

. 撮影されます。 




撮影時の画面のごま意 

•撮影時、【液晶モニター】に表示される被写体の映像は、フレー 
ム確認のための簡易画像です。 

撮影した内容は、選択した画質で記録されており、出力画素数 
は確保されています。メモ U —力ードには精細な画像で記録さ 
れています。 

• 被写体の明るさにより、撮影時の【液晶モニター】の表示速度び 
遅くなつたり、ノイズび出る場合びあります。 


撮影時のご注意 


撮影された画像は、いったん本機に内蔵のバッファメモ 
U — に記憶され、順次メモ U —力ードに保存されます。 
バッファメモ1」一びいっぱいになるまで、連続して撮影を 
続けることびでさます。 

画質によって保存でさる枚数び異なります。（日4ページ） 
手ぶれを起さないために、【シャッター】は静かに押してく 
ださい。 

まわりび暗いとさや、ズームで撮霞するとさは、手ぶれ防 
止のため、兰脚の使用をおすすめします。 


. 【動作確認用ランプ】び緑色に点滅している間に【電池ブタ】を開 
けることは、絶対におやめください。今撮影した内容び記録さ 
れないばかりでなく、撮影ちみの内容び破壊されるおそれびあ 
ります。 

.メモ U —カードに記録中は、電池 - AC アダプター、およびメ 
モ U —力ードを抜かないでください。 

. 堂光打照明の室内で撮影する場合、本機は堂光灯のフ U ツカー 
(人の目では感じ日れない、ごく微妙なちらつさ)を感知してし 
まい、撮影するタイミングによって、微妙に撮影画像の明るさ 
や色合いび変わる場合びあります。 
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[撮影ず5 



について 


撮影条件に合わはてフラッシュをさまざまに調整することびできます。 


1 . 撮影モードでけ因】を巧し 
てフラッシュモードを選びま 
す。 



tr — 卜轰术 


け 



【ろ H】 を押すたびに【液晶モニター】に次の順でフラッシュ 
の発光ち法び表示され切り替わります。 

表示なし（自動発光）一 H 趟制発光）一回(発光禁止) 

表示なし（自動発光）：露出に合わはて自動的に発光します。 
D (強制発光） ：露出に関係なく強制的に発光します。 

回(発光禁止） ：露出に関係なく発光しまはん。 


フラッシュの状態について 

フラッシュの状態については、【液晶モニター】や【動作確認用ラ 
ンプ】で確認でをます。 


【動作確認用ランプ】 
オレンジ/点滅:フラッシュ充電中 
ホ/点滅.' フラッシュ充電不可 






(ffllG 

)1 : 





1 


【液晶モニター】 

つラッシュの発光方法を自動発光に設定 


した場合、フラッシュ発光時は A び表 
示されます。 
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撮影ずる I 


フラッシュ使用時のごま意 

.【フラッシュ発光部】や【調光センサー】び指で隠れないよラにし 
てください。隠れてしまラとフラッシュ本来の効果び得られな 
くなります。 



【調光センサー] 


電池び消耗するとフラッシュの充電びできなくなることびあり 
ます。このとき"回"焼光禁止)び点灯し、フラッシュび正常 
に発光せずに適正な露出び得日れないことを示します。速やか 
に新しい電池と交換してください。 

フラッシュを使用した場合は、ホワイトバランスび固定される 
ため、外光や堂光打など他の光源びあると色味び変わることび 
あります。 


フラッシュによる撮影距離は下記の通りです。この範囲外の被 
写体に対しては適切な効果び得られません。 

約0.巨 m 〜約 2 m 

フラッシュの充電時間は、そのときの使用条件(電池の種類、状 
態や温度等）により異なります。 

数秒〜10砂程度 

連写モードまたはムービーモードの場合はフラッシュは発光し 
ません。このとき"回"焼光禁止)び表示されます。 
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撮影ずるI 


連続撮影ずる（連写モード） セルフタイマーを使って撮る 


【シャッター】を押し続けることで、連続撮影びでをます。ただ 
し、連続撮影のスピードは撮影画質によって異ります。 

1 . 【ダイヤル】を" Qi" (連写モード）に合わせます。 


セルフタイマーは] 0秒です。 

1 . 【ダイヤル】を"公"（セルフタイマーモード）に合わせま 
す。 


2 . 【シャッター】を押し続けて撮影します。 

. シャッターをはなすと画像の記録び始まります。 

重要！ •連続撮影では、フラッシュは発光しません。 

•連続撮影では、セルフタイマーは使用でさません。 
.バッテ U -残量表示び E になった状態では連続撮影 
でさません。 

.メモ U —カードに記録中は、電池 - AC アダプター、お 
よびメモ U —力ードを抜かないでください。 


2 . 【シャツター】を押して撮影します。 

. 【セルフタイマー用ランプ】 

び点滅し、約10秒後に撮影 
されます。 

. カウントダウン中は【液晶モ 
ニター】び消えます。 

. カウントダウン表示中に 
【シャツター】を押すと、セ 
ルフタイマーを解除するこ 



【セルフタイマー巧ランプ】 


とびでさます。 
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^撮影ずる) 


近くの物を撮影ずる 


本機は、撮影したい被写体までの距離に応じて、標準/マク〇 
(接写)の切り替えびでさます。 


アインダーを使用した撮影 


【ファインダー】を號さなびら撮影する場合は、しソ下の内容にを意 
しなびら撮影してください。 



焦点距離 

位置 

標準 

約巨 0 cm 〜〇〇 

A-ii 

マク□(接写） 

約1 0 cm 

化 


. 焦点距離はレンズ前面から被写体までの距離です。 


7. 近くの物を撮影する場合は【標準/マク□切替スイッチ】 
を"出"に合わせます。 



【標準/マクロ切替スイッチ] 

. マク□のときは【液晶モニター】に H び表示されます。 

• 通苗は【標準/マク□切替スイツチ】を"王一 ii " に合わせて 
おいて < ださい。 



撮影範囲フレームは約3 m 離れた被写体を撮影した場合の範囲で 
す。被写体の距離び近かったり遠かったりする場合、実際に写る 
範囲び異なります。 

10 cm より近い範囲で撮影するときには【標準/マク□切替スイッ 
チ】を"也’に合わせてマク□撮影にしてから撮影してください。 
.マク□撮影、連写撮影にすると、自動的に【液晶モニター】びつ 
をますので、【液晶モニター】をファインダーとして使用するこ 
とをおすすめします。 


L 撮影ずる 


さまざまなシーンを選んで撮る(ベストシヨツトモード) 


1日種類のシーンの中から撮影したいシーンを選ぶと、自動的に 
そのシーンに最適な設定になります。 

■撮影例 



縦置きの人物を撮りたい場合は"ポートレート’を運びまず。 


■フレームについて 

選んだシーンによっては【液晶モニ 
夕一】に【フレーム】び表示されま 
す。フレームに被写体をあわせる 
ことでバランスのよい構図で撮影 
することびでをます。 


1 . 【ダイヤル】を"回百 1" (ベストシヨットモード）に合わせ 
ます。 



2 . 【+】または【一】で撮影したいシーンを表示させ【シャツ 
ター】を押します。 

3 . 【シャツター】を巧して撮影します。 

参老 . シーンに使用されている画像は本機で撮影されたちので 
はありません。イメージ画像です。 

• 被写体の条件によっては、充分な効果び得日れなかった 
り、正しく撮影されない場合びあります。 

• 他の撮影モードからベストショツトモードに切り誓えた 
場合、最後に選択されたシーンび表示されます。 
.ベストシヨットモードでは EV シフトはできません。 
.シーンを選んだ後でも【+】または 【一】 を押してシーンを 
選びなおすことびでさます。 


【フレーム] 



例:ポートレート 
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撮影ずる I 


動画を撮る仏ービーモード) 


最大10砂まで動画を撮影することびでさます。 

. ファイルあ式 ： AVI 

AVI 形式は 、 Open DML グループび提唱した Motion JPEG 
フオーマットに準拠しています。 

ただし、本機で音声データは記録でさません。 

.画像のサイズ： 320 X 240 pixels 

• 動画の記憶容量 
記憶容量：約300 KB / 秒 
一度に撮影可能なムービーの最長時間：]0砂 


1 . 【ダイヤル】を"恒"仏ービーモード）に合わせまず。 

2 . 【シャッター】を全巧しします。 

• ]0秒間撮影び続さます。 

• ]0秒じ(内のムービーを撮影する場合は、【シャッター】を 
押すことで撮影を終えて、記録を始めることびでさます。 


画像のサイズと画質を変える 


本機は、撮影する内容に応じて、画像のサイズと画質の切り替え 
びでさます。 

1 . 【ダイヤル】を " SET UP " に合わせます。 

2 . 【+】または【一】で"サイズ/ガシツ"を選び、【シャツ 
ター】を巧します。 

3 . 【+】または卜に設定内容を選び【シャツター】を押しま 
す。 

参サイズ/画質 


出力画素数 
(pixels) 

撮霞画質 

ファイルサイズ 

1600XI200 

FINE 

索勺8已 OK 巨 

NORMAL 

約巨0 0K 巨 

800X600 

FINE 

約20 0K 巨 

NORMAL 

約1已 0K 巨 


重要！.ムービーモードでは、フラッシュは発光しません。 

.Windows 98/2000で AVI ファイルを見る場合は、 

付属の CD - ROM に収録されている DirectX をインス 
トールしてください。 
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撮影ずるI 


【+】：+ち向に補正されます。白い物の撮影や逆光での撮影 
のとさに押します。 



【一】；一ち向に補正されます。黒い物の撮影や晴天の野がな 
どのとさに押します。 


进 k 今进 k 

. 露出補正値を u セットする場合は、反対ち向に露出補正 
し、を消してください。 

2 . 適切な明るさになった5【シャツター】を巧して撮影しま 


重要！.明るすぎたり、暗すぎたりする場合は、露出補正びでさ 
ない場合びあります。 
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^撮影ずる) 


重要！ •撮影した画像によってファイルサイズび異なるため、記 
録枚数は変化します。 

. 画面上の表示枚数は最大で999枚までです。 


露出を補正ずる 


本機は、撮影時の明るさに応じて、露出値拒 V 値)を下記の範囲 
で手動で補正することびできます。逆光での撮影、間接照明の室 
内、背景び暗い場合の撮影などに利用すると、より良好な画像び 
得られます。 

露出補正値： 一2 EV 〜 +2 EV 
補正単位： 1/3 EV 


1 . 撮影モードで【+】または【一】を巧して露出補正 ( EV シフ 
トルます。 

. 【液晶モニター】に露出補正値び表示されます。 


露出補正表示 
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[撮影ず5 


ホワイトバランスを変える 


ホワイトバランスとは、被写体を自然な色合いで撮影でをるよラ 
に白を基準に調整することです。 

1 . 撮影モードで 【WB /蘇】を巧してホワイトバランスを変 
えます。 



• [ WB 输】を押すたびに【液晶モニター】に次の順でホワイ 
トバランスび表示され、切り替わります。 
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なし（オート）つ 

i 

因（太陽光） 

i 

图（日陰） 
i 

田履球） 
i 

閱趙光な）」 


:自動的にホワイトバランスを調整します。 
:屋外での撮影時 
:曰陰で青みびかる時 
:電球下でホみびかる時 
:堂光な下で緑びかる時 



























































再生ずる 


本機は【液晶モニター】を備えているので、記録されている内容を 
本機だけで確認することびできます。 


基本的な再生のしか; 


記録されている画像を順次送ったり戻したりしなび日見ることび 
でさます。 


1 . 【ダイヤル】を" [S" (再生モード）に合わせます。 

2 . 【+】または【一】で画像を見ていきます。 



【+】：進みます。 
【一】：戻ります。 


参考•初めに表示される画像は簡易画像のため、粗い表示に 
なつていますび、その後、精細な画像び表示されます。 
ただし、他のデジタ J レカメラか百コピーした画像では、 
この限りではありません。 


動画を再生ずる 


ムービーモードで撮影した動画を再生することびできます。 

1 . 再生モードにします。 

2 . 【+】または【一】で、ムービーモードで撮影した動画を表 
示させます。 

ムービーモー ドのアイコン 



3 . 【シャツター】を押すと、動画が再生されます。 

•け H】 または【け]/画 Q】 を押すと再生び終了しま 
す。 
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再生ずる I 


目当ての画像を素早く表示ずる 
1 . 9画面表示に切り替えます。 


3 . 【+】または【一】で〇を目当ての画像に移動させて 
【シャツ タ-】 を押します。 

• 目当ての画像び1枚で表示されます。 
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^再生ずる) 


画像を拡大して表示ずる 


撮該した画像を拡大して表示させることびでさます。 

1 . 再生モードにします。 

2 . 【+】または【一】で拡大したい画像を表示させます。 

3 . 【並/励 0】 を巧して、画像を拡大します。 



• 【並/画 Q 】 を押すたびに1倍、2倍の表示切り替えび 
でさます。 

【+】：中央からちへスク□-ルします。 

【一】：中央か日左へスク□-ルします。 

【シャツター】：拡大を終了します。 

重要！.動画は拡大表示でさません。 
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つの画面に日つの画像を表示ずる 


撮影した内容を9つまで同時に一覧表示させることびでさます。 

1 . 再生モードにします。 

2 . 【ろ因】を押します。 

. 9つの画像び表示されます。 


1 

2 

3 

川 

10 

11 

12 

[+] 

19 

20 

21 

4 

5 

6 


13 

14 

15 


22 

23 

24 

7 

8 

9 

[-] 

16 

17 

18 

[-] 

25 




【+】：進みます。 
【一】：戻ります。 


3 . 【+ 】、【一しに旧 P】L ソがのボタンを巧すと9画面表示は 
終了します。 


消去する 


画像を消去するち法には次の2つの方法びあります。 

表示画像：表示されている画像を1画像ずつ消去する。 

全画像：すべての画像を消去する。 

重要！ •一度消去してしまった撮影内容は、二度と元に戻すこと 
はでをません。消去の操作を行ラ際は、本当に不要な画 
面かどうかをよく確かめてから行ってください。特に、 
全画像消去の操作では、撮霞したすベての内容を一度に 
消去してしまいますので、内容をよく確かめてから操作 
して < ださい。 


表示されている画像を消去する 


表示されている画像を1画像ずつ消去することびでをます。 

1 . 再生モードにします。 

2 . 【+】または【一に消去したい画像を表示させます。 


3 . 【WB 输】を巧します。 



4 . 表示されている画像が消したい画像であることを確認し 
ます。 

. 消去を中止したい場合は 【DISP】 を押します。 

5. 【シャツター】を押して、表示している画像を消去しま 
す。 
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消去ずる I 


参考 .] 画像消去を行ラごとに、ページの空さびでさないよラ 
に自動的にページ詰めび行われます。ただし、ファイル 
名は詰められません。 

ページ番号 1日日-1 1 00-2 1 00-3 1 00-4 

ファイル名 1 00-0001 1 00-0002 1 00-0003 1 00-0004 

曜總完鬧 

i 

ページ番号 10日-1 1 00-2 1 00-3 

ファイル名 1 00-0001 1 00-0002 1 00-0004 

mmm 


全画像を消去ずる 


すべての画像を消去することびできます。 

1 . 【ダイヤル】を " SET UP " に合わせます。 

2 . 【+】または【一】で"ショウキョ/フォーマツト"を選び 
【シャツター】を押します。 

3 . 【+】または【-】で"ショウキョ （ ALL )" を選び【シャツ 
夕一】を押します。 

4 . 【+】または【-】で"ショウキョ"を選び【シャツター】を押 
して消去します。 

. 消去を中止する場合は"キヤンセル"を選び【シャッター】を 
押してください。 
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画像の管理について I 


DPOF 機能について 


DP 0 F ( Di 旨 ital Print Order Format ) とはデジ 
タルカメラで撮影した中からプ I 」ントしたい画像 
や枚数などの設定情報をメモ U —力ードなどの記 
録媒体に記録するためのフオーマツトです。メモ 
U —カードを通じて DP 0 F 対応の家庭用プリン 
ターやサービスラボでプ U ントすることびでさま 
す。 

本機では撮影された画像ファイル名などを意識す 
ることなく、【液晶モニター】で確認しなび5プ U 
ントしたい画像の設定を行ラことびでさます。 


巧 

DPOF 


設定可能な内容 
画像/枚数/曰付 



1画像単位で印刷の設定をずる 

1 . 【ダイヤル】を " SET UP " に合わせます。 

2 . 【+】または【一】で" DPOF (プリントオーダー)"を選び 
【シャツター】を押します。 

3 . 【+】または【-に"コべツ"を選び【シャツター】を巧しま 
す。 



. 前回 DPOF の設定を行っていない場合は手順日に進みま 
す。 

4 . 前回 DPOF の設定を巧っている場合は設定を"リセット" 
するか"ヘンシュウ"するかを【+】または【一】で選び 
【シャッター】を押します。 

リセット：前回の設定を消去します。 

ヘンシュウ：前回の設定を編集します。 
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画像の管理について 


本機では画像の撮影や再生の他、画像プ U ント時の枚数指定等の 
設定びでさます。 


フォルダの分類について 


本機はメモ U —力ード内に、フオルダ(デイレクト U ) を自動的に 
作成します。 


メモリーカード内のフォルタ’について 

撮影した画像は月日を名前としたフォルダの中に自動的に記録さ 
れます。フォルダは最大900作成されます。フォルダ名は次の 
通りです。 

例：100(連番)、7月19日撮影 
月（巧行) 

I 日に巧) 


100 0719 



[画像の管理について I 

全画像に印刷の設定をずる 

1 . 【ダイヤル】を" SET UP" に合わせます。 

2 . 【+】または【一】で" DPOF (プリントオーダー)"を選び 
【シャッ タ—】 を押します。 

3 . 【+】または【 一 】で"イッカツ"を選び【シャッター】を押し 
ます。 

.DPOF の設定を行っていなし)場合は手順引こ進みます。 

4 . 前回 DPOF の設定を巧っている場合は設定を"リセット" 
するか"ヘンシュウ"するかを【+】または【一】で選び 
【シャッター】を押します。 

リセット：前回の設定を消去します。 

ヘンシュウ：前回の設定を編集します。 

5. 【+】または【 一 】でプリント枚数を指定し【シャッター】を 
押します。 

6 . 【+】または【-】で日付印刷の有無を指定し【シャッター】 
を押します。 

. プ U ンターによっては曰付を印刷でさないちのびありま 
す。 

7 . 【D 旧 P】 を押して、終了します。 


5 . 【+】または【 - 】で印刷したい画像を表示させ【シャツ 
ター】を押します。 

6 . 【+】または【 一 】でプリント枚数を指定し【シャツター】を 
押します。 

7 . 【+】または【-】で日付印刷の有無を指定し【シャツター】 
を押します。 

. プ U ンターによっては曰付を印刷でさないちのびありま 
す。 

. 他の画像についても設定を行う場合は手順日〜7を繰り返 
して < ださい。 

8 . 【 D 旧 P 】 を押して、終了します。 


画像のファイル名は次の通りです。 

例：] ] 月7曰の2巨番目に撮影した画像 
月にあ) 

I 日に巧) 

I I 

11070026 JPG 

— r 下 

拡張子し JPG /. AVI ) 

連番 (4 瓶 

. メモ U - 力ード内に保存できるフオルダ数、ファイル数はメモ 
U —力ードの容量や画質によって異なります。 

.メモ U —カード内の詳しいディレクト U 構造に関しては「メモ 
U —力ード内のディレクト U 構造」 （72 ページ）をご覧くださ 
い。 
























PRINT Image Matching について 


画像の管理について I 


本製品は PRINT Image Matching に対応 
してしほす 。 PRINT Image Matchin 旨及 
び PRINT Image Matchingn 対応プ U ン 
夕での出力及び対応ソフトウエアでの画像 
処理において、撮影時の状況や撮影者の意 
図を忠実に反映させることび可能です。 



※ド阿 NT Image Matchin 旨及び PRINT 
Image Matchin 昼口に関する著作権は 
セイコーェプソン株式会社び所有してい 
ます。 
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オープニング画面を設定ずる 


本機の電源を入れたとさに表示されるオープニング画面を切り誓 
えることびでさます。 

1 . 【ダイヤル】を " SET UP " に合わせます。 

2 . 【+】または【 一 】で"才ープニング"を選び【シ ャツ ター】を 
巧します。 

3 . 【+】または【一】で設定したい才ープニング画面を選び 
【シャツター】を巧します。 

タイプ]:オープニング画面]を表示します。 

タイプ2:オープニング画面2を表示します。 

オフ： オープニング画面を表示しません。 

. "タイプ 1" または"タイプ 2" を選ぶと、電源をオフにした 
とさエンデイング画面ち表示されます。 


その他の設定について] 


US 己モードを切り替える 


本機の USB 接続はマスストレージクラスとイメージクラスに巧 
応しており、使用する用途により切り替えて使ラ必要びありま 
す。 

1 . 【ダイヤル】を " SET UP " に合わせます。 

2 . 【+】または【-】で" USB " を選び【シャツター】を押しま 
す。 

3 . 【+】または【一】で設定内容を選び【シャツター】を押しま 
す。 

ノーマル：デジタルカメラで撮影した画像をパソコンに巧 
をする場合に選びます（マスストレージクラ 
ス)。 （69 ページ） 

PC カメラ：ビデオ会議に使用するなど、 PC カメラとして 
使用する場合に選びます（イメージクラス）。 
(7 已ぺージ） 

重要！.パソコンに USB 接続するとさは AC アダプターを使用し 
て < ださい。 
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その他の設定について 


表示言語を切り督える 


画面のメッセージを日言語の中から選ぶことびできます。 

1 . 【ダイヤル】を " SET UP " に合わせます。 

2 . 【+】または【一】で" LANGUAGE / ゲンゴ"を選び 
【シャッタ-】 を押します。 

3 . 【+】または【一に表示させたい言語を選び【シャッター】 
を押します。 

ENGUSH :英語 
ESPANOL :スペイン語 
DEUTSCH :ドイツ語 
FRANQAIS :フランス語 
ITALIANO :イタ U ア語 
JAPANESE :日本語 


ブザーのオンオフ 


操作時のブヴーのオンオフを切り替えることびでさます。 

1 . 【ダイヤル】を " SET UP " に合わせます。 

2 . 【+】または【一】で"ブザー"を選び【シャツター】を押しま 
す。 

3 . 【+】または卜に設定内容を選び【シャツター】を押しま 
す。 

オン；操作音びでます。 

オフ：操作音びでません。 
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他の機器との接続 


本機は、接続用の端子として【目】（携帯電話接続端子)、 【 USB 】（ USB 接続端子)の2つを備えています。携帯電話やパソコンに接続して使 
用することびでさます。 



重要！ • 接続は必ず本機と外部機器の電源を切った状態で行ってください。 

.接続する際は接続する外部機器の取扱説明書ちあわせてお読みください。 

.パソコンの CRT に同一の画像を表示して放置しておくことはおやめください。残像現象(画面焼け)をおこす場合びあります。 
.本機ではケーブルを通じて他のカシオデジタルカメラへ画像を送ることはでさません。 

. 本機ではノ（ソコンとのシ U アル通信 （ RS -232 C 、 RS -422 端テへの接続）はできません。 






























































他の機器との接続 I 



本機は付属の CD - ROM に収録の専用ソフト （Photo Loader ) を 
使用して本機の撮影内容をデジタルデータの状態でノ くソコンに転 
送することびできます。 USB 端テを備えたパソコンに接続する 
ことびでをます。また、メモ U —カードを直接接続でさるパソコ 
ンでち画像を活用することびでをます。 


USB 端子での接続 

US 日端テを備えたパソコンと本機の 【 USB】（USB 接続端子)を接 
続することで簡単にパソコンへのデータ転送びでさます。接続に 
は付属の USB ケースレび必要です。初めに USB ドライバをパソ 
コンにインストールすれば、付属の US 日ケーブルでパソコンと 
本機を接続するだけで、パソコン上の外部記憶装置(カードリー 
ダー/ライター）として認識することびできます。さらに専用ソ 
フト （Photo Loader ) をインストールすることで、より高度な画 
像の管理びでさます。具体的な接続ち法、 USB ドライバや 
Photo Loader のインストールち法、動作環境については専用ソ 
フト取扱説明書(インス I -ール編)をお読みください。 

重要！.パソコンの種類によっては、使用できない場合びありま 
す。 

.USB 八ブやお張 USB ボードに接続した状態での動作 
は、保証でさません。 


接続のしかた 

1 . USB 端子を備えたパソコンに USB ドライバをインス 
トールしまず。 

. 画像の自動取り込みや管理を行いたい場合は Photo 
Loader もインス I ルします。 

. インス!-ール方法については、「専用ソフト取扱説明書」を 
ご覧ください。 

2 . 本機の USB モードを"ノーマル"に設定しておきます(日7 
ページ )0 

3 . 【端子カバー】を開け、カメラとパソコンを USB ケースレ 
で接続します。 



他の機器との接続 I 


メモリーカードを直接接続ずる 


. 前記しソ外の機種 


パソコンとの画像のやりとりをメモ U —力ードか日直接行うこと 
びでをます。また、付属のソフト （Photo Loader ) を使用して、 
撮影内容をパソコンに自動的に保存することちでさます。パソコ 
ンの機種によつて接続ち法び異なります。代表的な接続ち法は次 
の通りです。 


1) 市販のコンパクトフラッシュカード用 U —ダー/ライターを 
使用します。 

具体的な使用ち法はコンパクトフラッシュカード用リーダー 
/ライターに付属の取扱説明書を参照ください。 


コンパクトフラッシュカードス□ットのある機種 
コンパクトフラッシュカードを直接差し込みます。 

PC 力ードス□ットのある機種 

別売の PC カードアダプター < CA -1 0>を使用します。具体的 
な使用方法は PC カードアダプターとパソコンに付属の取扱説 
明書を参照ください。 




2) 市販の PC カード用 U —ダー/ライターと別売の PC カードア 
ダフター < CA -10> を使用します。 

具体的な使用ち法は PC カード用 U —ダー/ライターと PC 
カードアダプターに付属の取扱説明書を参照ください。 
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[他の機器との接続 


4 . 【電源スイッチ】を" ON " に合わせ、【ダイヤル】を" PC " 

( PC 接続モード）に合わせます。 

• PC 接続モードでは【電源スイッチ】を含めてすべてのキー 
操作び無効となります。 

. 【液晶モニター】びオフ、【動作確認用ランプ】び緑色に点打 
します。 

5. パソコンで画像の取り込みを巧います。 

6 . 取り込みが終了した5、 USB ケーブルをはずします。 

. 詳しいはずしかたは rusB 接続のはずしかた」をご覧くだ 
さい。 

. US 日ケーブルをカメラに接続するときは、本機の US 日接続端 
テの形状とケーブルの接続端テの形状を合わせて接続してくだ 
さい。 

.USB コネクタは奥まで確実に差し込んでください。正しく接続 
されていないと、正常に動作しません。 

. US 日ケーブルからは本機に電源は供給されません。 

.パソコンとの通信を行ラ際、残りかない電池で本機を使用しま 
すと、画像データの通信中に電源び切れる可能性びあります。 
パソコンとの通信には専用 AC アダプター(別売品)をお使いく 
ださい。 

• 別売の US 日ケーブル QC -1 U は使用できません。 

• 通信中にケーブルを抜かないでください。データび破壊される 
恐れびあります。 


USB 接続のはずしかた 

Windows XP / Me /98 の場合 

USB ケーブルをデジタルカメラか日はずし、カメラの電源を切 
ります。 

Windows 2000の場合 

パソコン画面上のタスクトレイのカードサービスを左クリック 
し、カメラに割り当てられているドライブ番号の停止を選択しま 
す。その後、 USB ケーブルをデジタルカメラか日はずし、カメ 
ラの電源を切ります。 

Macintosh ①場合 

ファインダー上のカメラのドライブをゴミ箱に捨ててか百、 
USB ケーブルをデジタルカメラか日はずし、カメラの電源を切 
ります。 
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[他の機器との接続 


メモリー カー ド内のデータについて 


メモリーカード内のデイレクトリ構造 


本機で撮影された画像やその他のデータは 、 DCFCDesign rule 
for Camera File system ) 規格に準拠した方法でメモ U — 力一 
ドへ巧をされます。 DCF 規格とは、画像ファイルと画像に関連す 
るファイルをデジタルカメラと関連機器の間で簡単に交換するこ 
とを目的とした規格です。 


■ディレクトリ構造 


<¥DCIM¥> 

-CJ 100 JVIMDD 

MMDD0001.JPG 

MMDD0002.JPG 

MMDD0003.AVI 


(親フォルダ） 

(画像フォルダ） 
(画像ファイル） 
(画像ファイル） 

(ムービーファイル） 


DCF 規格について 

DC F 規格対応の機器 (デジタ J レカメラやプ U ンターなど)の間で画 
像の互換性びあります。画像ファイルのデータ形式やメモ U — 
カード内のディレクト U 構造に規定びありますので、本機で撮影 
した画像を DCF 規格対応の他社のカメラで見たり、この規格対応 
の他社のプ U ンターで印刷したりすることび可能です。逆に DCF 
規格対応の他社のデジタ J レカメラの画像ち本機で見ることびでさ 
ます。本機では画像ファイルの管理に役立てるため、画像フオル 
ダ名と画像ファイル名に日付を使用しています(巨2ページ)。 


-Q101_MMDD (画像フオルダ） 

-CJ 10吕 jyiMDD (画像フオルダ） 


<¥MISC¥> 

I - AUTPRINT.MRK 


の P0F ファイルを収めたフォルダ) 
(□P0F ファイル） 


■フオルダ/ファイルの内容 


親フォルダ 

デジタルカメラで扱ラファイル全てを収めたフォルダです。 

画像フォルダ 

デジタルカメラで撮影した画像ファイ j レを収めたフォルダです。 
画像ファイル 

デジタルカメラで撮影した画像ファイルです。 

ムービー ファイル 

デジタルカメラで撮影したムービーファイルです。 

DP 0 F ファイルを収めたフォルダ 
DP 0 F ファイルなどを収めたフォルダです。 
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他の機器との接続 I 


このデジタルカメラで扱える画像ファイル 

. GV -20 で撮影した画像ファイル 
• DCF 規格に対応している画像ファイル 

※ただし、□巳 F 規格の機能で使巧でさないちのをあります。また、本機];! 
がで撮影された画像の場合、再生にかかる時間び長くなる場合びありま 
す。 


パソコン上でメモリーカードを扱うときのま意点 

• メモ U —力ードの内容をパソコンの八ードディスクや M 0 ディ 
スクなどに巧をする際は" DCIM " フォルダごと保存してくださ 
し)。その際" DCIM " フォルダの名前を年月日などに変えておく 
と、あとで整理するとさに便利です。ただし、パソコンの八一 
ドディスクなどに巧をしたファイルを再度メモ U —カードに戻 
して本機で巧生する場合は、フォルダ名をパソコン上で 
"□ CIM " に戻してからご使用ください。本機では" DCIM " しソ外 
の名前のフォルダは認識されません。 " DCIM " フォルダ内の他 
のフォルダ名を変えた場合ち同様です。元の名前に戻してか日 
使用してください。 

.一度パソコンの八ードディスクや M 0 ディスクなどにファイル 
を保存したあとのメモ U —力ードは、中のファイルをすべて削 
除するか、フォーマットしてか日デジタルカメラでご使用にな 
ることをおすすめします。 


携帯電話に画像を送る 


本機と携帯電話を接続して、本機で撮影した画像を簡単に携帯電 
話へ送り、待受画面などに利用したり、携帯電話の種類によって 
はメールに画像を添付して送ることびできます。操作の方法や転 
送後の画像の利用ち法等については、別売品の接続ケーブルに付 
属の取扱説明書や、携帯電話の取扱説明書をご覧ください。 


使用でさる携帯電話 

使用可能な携帯電話はカシオホームページ （ http :// 
www . casio . co . jp /) でご確認ください。専用の携帯電話接続 
ケーブル(別売)で本機と携帯電話を接続します。 

. eZweb @ mail 対応機種では、転送した画像をメールの添付 
ファイルで送ることびできます。 

• 使用する携帯電話によって、本機の設定内容 （ リンク"の設定） 
を変更する必要びあります。 

詳しくは別売品の接続ケーブルに付属の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 
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PC カメラとして使用ずる 


本機とパソコンを接続して、 PC カメラとして使用することびで 
きます。ビデオ会議、 WEB チャットなどに使用することびでき 
ます。 

重要！ • Macintosh には対応していません。 


接続のしかた 

1 . USB 端子を備えたパソコンに USB ドライバをインス 
トールします。 

. 「撮影画像をノ（ソコンに取り込む」 （69 ページ)の操作で、 
すでに USB ドライバをインス!-ールしている場合は、巧 
度インス I -ールする必要はありません。 

. インス!-ールち法については、「専用ソフト取扱説明書」を 
ご覧ください。 

2 . 本機の USB モードを" PC カメラ"に設定します(日7ぺ一 
ジ)。 


他の機器との接続 I 


3 . 【端子カバー】を開け、カメラとパソコンを USB ケーブル 
で接続します。 



4 . 【電源スイッチ】を" ON " に合わせ、【ダイヤル】を" PC " 
( PC 接続モード）に合わせます。 

• PC 接続モードでは【電源スイッチ】を含めてすべてのキー 
操作び無効となります。 

. 【液晶モニター】びオフ、【動作確認用ランプ】び緑色に点灯 
します。 

5. パソコンでビデオ会議など、 PC カメラとして使います。 

6 . 使い終わった 5 USB ケーブルをはずします。 

. 詳しいはずしかたは rus 日接続のはずしかた」 （70 ぺージ） 
をご覧ください。 


[他の機器との接続 


■必要な別売品 

携帯電話接続ヶーブル(別売）： QM -2 D(NTT DoCoMo 用） 
QM -1 C(cdma 加目用） 

重要！.携帯電話に転送した後の画像の利用ち法は、接続した携 
帯電話により異なります。 


画像の車5送のしかた 

1 . カメラと携帯電話を携帯電話接続ケーブルで接続しま 
す。 

2 . 【ダイヤル】をを’（携帯リンクモード）に合わせます。 

3 . 【+】または【一にお持ちの携帯電話に合ったモードを選 
び【シャッター】を押します。 

. モードは接続する携帯電話によって異なります。どのモー 
ドに合わせるかは、カシオホームぺージ （ http :// 
www . casio . co . jp /) でご確認くださし、 

4 . 【+】または【一に携帯電話に送りたい画像を選び【シャッ 
ター】を押します。 

. 画面上の目び点滅し、画像び転送され手順2の画面に戻 
ります。 

• 携帯電話側の詳しい操作ち法は、携帯電話の取扱説明書を 
ご覧ください。 
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[他の機器との接続 


別途ご準備頂きたいこと 

PC カメラ用として使用する場合はビデオ会議用のアプ U ケー 
ションソフトを準備してください。 

参ち例 ： 「Microsoft NetMeetingJ 

本機をビデオ会議などで使用される場合は、モデムや TA (ター S 
ナルアダプタ）などのネットワーク機器、スピーカーやマイクな 
どを別途ご準備頂く必要びあります。 


PC カメラとして使用ずる場合のご注意 

. 本機への電源は US 日接続端テを通じて、パソコンから供給され 
ません。本機の電源を使用します。 

.画像サイズ、フレームレートの設定は、パソコンのソフト側で 
行ってください。 

. PC カメラとして使用する場合は、使用されるソフトの取扱説 
明書にそった使いかたをしてください。 

. PC カメラとして映し出された画像を静止画または動画として 
巧をすることびできるかどラかは、 PC カメラ用ソフトの取扱 
説明書でご確認ください。 

重要！.パソコンの種類によっては、使用でさない場合びありま 
す。 

. USB 八ブゃ拡張 US 日ボードに接続した状態での動作 
は、保証でさません。 





































付録 


SET UP (セツトアップ)メニューに表示されている項目の一覧表 
です。 


項目 

設定内容 

ショウキョ/フォーマット 

ショウキョ （ ALL )/ フォーマット 

サイズ/ガシツ 

] 600 X ] 200円 NE 

] 6日日 X ]2日日 NORMAL 

8日日 X 目00 FINE 

800 X 600 N 0 RMAL 

ブヴー 

オン/オフ 

DPOF (プ1」ントオーダー) 

コべッ/ィッカッ 

トケイ 

スタイル/ジコクセッテイ 

オープニング 

タイプ1/タイプ2/オフ 

LANGUAGE / ゲンゴ 

ENGUSH/ESPA り OL/DEUTSCH 

/ FRANGAIS / ITAUANO / 

JAPANESE 

USB 

ノー 7ル/ PC カメラ 
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付録1 



現 象 

考えられる原因 

対 処 

撮 

影 

に 

つ 

し、 

て 

撮影したのに巧をされてい 
ない。 

1) 記録び終了する前に電池切れになった。 

2) 記録び終了する前に【電池ブタ】を開けた。 

1) バッテ U —残量表示び " E " になったらすみや 
かに新しい電池と交換する。 

2) 記録び終了する前に【電池ブタ】を開けないでくだ 
さい。 

再 

生 

に 

二） 

い 

て 

再生した画像の色び撮影時 
に【液晶モニター】で見た色 
と違ラ。 

1) 太陽光など光源か5の直接光びレンズに当たって 
いる。 

2) 撮影時に画質設定を変えて撮影している。 

1) 直接光びレンズに当たらないよラにしてくださ 
い。 

2) 同じ画質設定で撮影して<ださい。 

9画面表示で 【+】【-】 び働か 
ない。 

画面び停止した状態でないと 【+】 【一】は働きません。 

画面の停止中に 【+】 【一】を巧してください。 

画像び表示されない。 

DCF 規格に準拠していない他のデジタルカメラで撮 
影したメモ U —カードを使巧している。 

DCF 規格に準拠していない他のデジタルカメラで撮 
影したメモ1」一力ードは、ファイル管理形式び異な 
るため再生でさません。 

そ 

の 

他 

すべてのボタンやスイッチ 
び働かない。 

他の周辺機器との接続中に静電気や衝撃等により、 
回路内部に障害び発生した。 

電池を取り出し、 AC アダプターのプラグを本機か 

5巧き、入れ直してから再度操作してみてください。 

【液晶モニター】がつかな 
い。 

1 ) USB 通信中である。 

2) 撮影モードで液晶モニターオフにしている。 

1 ) メモ1」ーカードにパソコンか5のアクセスびない 
ことを確認して USB ケーブルを抜いてください。 

2) [ DISP ] を巧して液晶モニターオンにしてくださ 
い。 

パソコンに USB 接続しても 
画像び取り込めない。ある 
いは、 PC カメラとして使用 
でさない。 

1) USB モードび正しくない。 

2) USB ドライバびインス1ルされていない。 

3) カメラの電源び入っていない。 

1 ) 使用する用途に合った USB モードに切り替える 
(67 ぺージ） 

2) 専用ソフト取扱説明書(インストール編)を参考に 
USB ドライバをインス1ルする。 

3) カメラの電源を入れる （39 ページ） 
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[付録 


故障とお思いになる前に 


現象と巧処方法 



現 象 

考えられる原因 

対 処 

羅 

電源び入5ない。 

1 ) 電池び正しい向さに入っていない。 

2) 電池びミ肖窝している。 

3) 本機専用し U 外の AC アダプターを使用している。 

1) 電池を正しい向きに入れる（一33ぺージ)。 

2) 新しい電池と交換する（一33ぺージ)。 

3) 本機専用の AC アダプター ( AD - C 630 J ) を使用する。 

い 

て 

電源び勝手に切れた。 

1 ) オートパワーオフび働いた(一39ページ)。 

2) 電池びミ肖窝している。 

1) 再度電源を入れ直ず。 

巧新しい電池と交換する（一33ぺージ)。 

【液晶モこ夕一】に"因"び 
表おされた。 

電池び切れる寸前である。 

新しい電池と交換する(一33ぺージ)。 

撮 

い 

て 

【シャッター】を巧してち撮 
影でさない。 

1 ) 【ダイヤル】び撮影でさる位置になっていない。 

2) 【フラッシュ】充電中である。 

3) "メモ U - ガイッパイデス"と表示されている。 

4) メモ U —力ードび入っていない。 

1) 撮影で去る位置に合わせる。 

2) 【フラッシュ】の充電び終わるのを待つ。 

3) い5ない画像を;肖去する。または、別のメモ U — 
カードをセットする。 

4) メモ U —カードをセットする。 

セルフタイマーでの撮影の 
途中で電源び切れた。 

電池び消耗している。 

新しい電池と交換する(一33ぺージ)。 

【液晶モニター】に表示され 
る画像のピントびあまい。 

1 ) 被写体が風景や人物なのに、化（マク □) になって 
いる。 

2) マク□撮影をしているのに、么一认（標準）に 
なっている。 

1) 風景や人物を撮影する場合は、王一 ii (標準)に 
する。 

2) マク□撮影をする場合は化（マクロ）にする。 
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「付録 

画面に表示されるメッセージ 


因 

電池びなくなったとさに表示されます。 

ガゾウガア U マセン 

まだ何ち撮影していないが態、あるいは撮影内 
容をすべて消去して本機に一枚を無い状態で 
す。 

キ□クエラー 

画像データの記録を失敗したとさ表示されま 
ず。撮影し直してください。 

コノガゾウ A 
ヒヨウジデキマセン 

画像ファイルび壊れているか、本機で表おでを 
ないファイルを表示しよ5としています。 


コノサイズノガシツデ A 
メモリガタリマセン 
メモリガイッバイデス 

.現在の画質/サイズでは撮影でをなくなり、他 
の画質/サイズに切り替えるとまだ撮影できる 
ことをおしていまず。画質/サイズを切り替え 
るか、不要な画像を消去する操作を行5必要び 
ありまず(日〇ぺージ)。 

• 撮影可能枚数を使い切りました。撮影を行いた 
い場合は、不要な画像を消去する操作を行5お 
要びありまず(己0ページ)。 

•メモ U- 力ードにパソコンからデータを転送し 
たとをに、メモ1」ーカード内の空さ容量びかな 
いために" DCIM" フォルダやその他のファイル 
(72 ページ）び作成でをない場合表おされま 
す。パソコン上でメモ U- 力ード内の不要な 
ファイルを削除して、空さ容量を増やしてくだ 
さい。 

フオーマットサレテイマセン 
フオーマット^シャッター 

メモ1」ーカードびフォーマットされていないと 
をに表示されます。メモ1」ーカードのフォー 
マットを行ってください (42 ページ)。 

q メモリーカードガ 

A イッテイ7セン 

本機にメモ1」一力ードび入っていない場合に表 
示されます。メモ U —カードを入れてください 
(40 ぺージ)。 
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付録 I 


メモリーカードエラー 

メモ u —力ードに異常び発生した場合に表おさ 

デンゲンヲイレナオスカ 

れます。下記の操作で解除び可能でず。 

フオーマットシテクダヴイ 
フオーマット^シャッター 

重要！ .下記の操作を行うとメモ U - 力ード内の 
すべての内容（ファイル)び消えてしまい 
ます。下記の操作を行5前に、パソコン 
等を利用してメモ U - 力ード内の正常な 
ファイルを保存してください。 


1. 【シャッター】を巧しまず。 

.フ ォー マットの操作を行うときは、 AC アダプ 
ターを使用するか、新品のアルカ U 電池、または 

U チウム電池を使用してください。フ ォー マット 
中に電源び切れると正しくフ ォー マットび行われ 
ず、><モリーカードび正常に使用でさない場合び 
あ0ます。 

. フ ォー マットを終了ずると"ガゾウガア U マセン" 

と表示されまず。これは、フォーマットび正しく 
行われたことを示しまず。 

DCFERROR 

パソコンでフォルダなどを追加した場合など、 
DCIM フォルダ内に同じ連番のフォルダびある場 
合に表示されます。メモ U - 力ードをパソコン 
で開いてフォルダ名の連まを他のま号に修正し 
て < ださい。 

DIAL ERROR 

ダイヤルび中間位置で止まっているときに表示 
されまず。ダイヤルの位置を直してください。 


主な仕様/別売品 


主な仕様 

品名 . デジタルカメラ 

機種名 . GV -20 

記録画像ファイル 

フォーマット . 静止画 ： JPEGCExif Ver .2.1)、 DCF * 準拠、 

DPOF 対応 

動画 ： AVI (Motion JPEG ) 

* Design rule for Camera File system の略です 0 

記録媒体 . コンパクトフラッシュカード (Type I 対応） 

記録画素数 . 1600 X 1200 pixels 

800 X 己00 pixels 

画像ファイルサイズ(可変長） 

• 静止画 


出力画素数 
( pixels ) 

撮影画質 

ファイルサイズ 

1600 XI 200 

FINE 

が]8己 OK 巨 

NORMAL 

約600 KB 

800 x 600 

FINE 

約200 KB 

NORMAL 

約1己 OK 巨 


• ムービ ー（320 x 240 pixels ) 


記録容量 

約30 0 K 巨/秒 

撮影時間 

一度に撮影可能なムービーの最長時間は10秒 


81 
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付録1 


消費電力 . 約已 .9W 

サイズ(突起部除く）….幅] 0 0.5 mm X 高さ7 4.0mm X 奥行き 
49.0mm 

質量 . 約2已 Og (電池、付属品除く） 

付属品 . コンパクトフラッシュカード （8MB)、 スト 

ラップ、レンズキャップ、キャップホルダー、 

別売品 

• G.BR0S. 才1」ジナルチョークバッグ 

• G.BR0S. 才1」ジナルホルダー 

•コンパクトフラッシュカード CF-8X 
CF-1 巨X 

QSC-2 

QSC-3 

(8MB) 

(1 巨 MB) 


US 目ケーブル、 CD-ROM. アルカ U 電池 (LR 


日 X 4 本)、取扱説明書(保証書付さ)、専用ソ 

• PC カードアダプター 

CA-10 


フト取扱説明書(インストール編） 

• AC アダプター 

AD-C630J 


電源について 

• AC アダプターチャージャー 

BC-3HA 


• 充電式電池は、別売品のニッケル水素蓄電池 ( Ni - MH ) NP - H 3 をご使用くださ 


し、。他の充電式電池については動作保証いたしかねます。 

• 本機には時計専用の電池は入っておりません。単 3 形電池や AC アダプターで 

• ニッケル水素蓄電池/急ま充電器セット 

BC-1HB4 


電源が供給されていないと、約 24 時間で日時び U セットされまずので、その 

• ニッケル水素蓄電池 (4 本セット） 

NP-H3P4 


場合は再度設定をしてください。 （43 ページ） 

• 携帯電話接続ケーブル 



液晶パネルについて 

NTT DoCoMo 用 

QM-2D 


. 液晶モニターに使用されている液晶パネルは、非常に高精度な技術で作られて 
おり、目目. 日 目％上の有効画素びありまずび、 日.日 1%L ツ下の画素欠けや常時 
点好するものびありますので、あらかじめご了承ください。 

cdmaOn 臣用 

QM-1C 



カシオデジタルカメラに関する情報は、カシオホームページでも 



ご覧になることびでをます。 




http://www.casio.co.jp/ 
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ミ肖去 . 1画像単位、全画像一括消去可能 

ち効画素数 . 200万画素 

撮像素テ .1/3. 2インチ正方画素原色 CCD 

(総画素数: 214万画素） 

レンズ . F 2.8 f =4.6 mm 

(3 已 mm フィルム換算3已 mm ホ目当） 

ズーム . デジタル ズーム 2倍 

《デジタルズーム時の画像サイズは 
80 0 X 巨00 pixels になります。 

焦点調節 . 固点焦点マク□モード付さ 

撮影可能距離 . 標準：約 60 cm 〜〇〇 

(レンズ表面より） マク□:約] 0 cm 

露出制御 . 測光ち式：撮像素子による中央重点測光 

制御方式：プ□グラム AE 

露出補正：-2[ソ〜+化ソ（1/3[ソ単位） 

シャッター . CCD 電子シャッター/メカシャッター併巧 

1〜]/ I 500砂 

絞り . F 2 .日/ 9.7 自動切替式 

ホワイトバランス ...... 自動/固定 （4 モード） 

セルフタイマー . 作動時間] 0秒 

内蔵フラッシュ . 発光モード：自動発光、発光禁止、強制発光切 

曾可能 

フラッシュ撮影範囲：約0.日〜 2 m 

撮影関連機能 . 一枚撮影、連写撮影、ムービー撮影、セルフタ 

イマー撮影、マク□撮影、ベストショット撮影 

モニター . 1 .6 型 TFT カラー液晶 

61,380 (279 X 220) 画素 


ファインダー . 光学ファインダー/液晶モニター併用 

時計機能 . クォーツデジタル時計内蔵 

曰付•時刻：画像データと同時に記録 
自動カレンダー: 2049年まで 

入出力端子 . 外部電源端テ、 USB 接続端子 ( Mini - B 5 品子)、 

携帯電話接続端子 

電源 . 乾電池 X 4 ( 単3形アルカ U 電池および U チウ 


ム電池） 

充電池 X 4 (単3おニッケル水素蓄電池 （ NP - 
H 3)) 

AC アダプター ( AD - C 己 30 J ) 

AC アダプターチヤージヤ ー( BC -3 HA ) 

電池持続時間 

政下の電池持続時間は、標準温度 (25° C ) で使用した場合の電源び切 
れるまでの目安であり、保証時間ではありません。低温下で使ラと、 
電池持続時間び短 < なります。 


使用電池 

連続再生時 

連続撮影時 

単3形アルカ1」電池 LR 6 

約3時間20分 

約2時間2日分(約7日日枚） 

単3形 U チウム電池 FR 6 

約已時間4日分 

約己時間(約1已日〇枚） 

ニッケル水素蓄電池 NP - H 3 

約3時間20分 

約2時間4日分(約8日日枚） 


《アルカ IJ 電池はお下電池工業(株)製、1」チウム電池は富±写真フィルム(株)製 
の場合の数値です。電ミ也持続時間はメーカーによって異な D まず。連続撮影枚 
数は、フラッシュを使用せずに撮影した場合の撮影可能枚数でず。フラッシュ 
の使用、電源の ON / OFF などの条件により数値は異なります。（詳細について 
は3巳ページな降をご覧ください。） 
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付録 


索引 


面 


9画面表お . 已8 

AC アダプター . 37 

AC アダプターチャージャー . 37 

DCF. 72 

DPOF.. 已3 

EV シフト . 已4 

0U ンヴ 21 

PC カメラ . 7已 

PRINT Image Matching. 已已 

QV Net.91 

USB 端子 .69, 7 已 


アルカ U 電池 . 3已 

印刷 . 己3 

液晶モニター . 28 

オートパワーオフ . 39 



ブーム . 47 

ストラップ . 31 

接写 . 50 

セルフタイマー . 已1 


端テカバー . 27 

調光センサー 49 

電源 . 33 

電源の ON/OFF. 39 


パソコンとの接続 . 69, 75 


曰付表お . 44 

表お言語. 已已 

ファイル . 62, 72 

ファインダー . 已〇 

フォ J しダ . 62, 72 

ブヴー . 已日 

フラッシュ . 48 

フレーム. 已吕 

ベストシヨット撮影 . 已吕 

防塵性 ..... 19 

防水性 . 19 

ホワイトバランス . 已日 
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マク□撮影 . 已〇 

ムービー撮影 . 已3 

メモ U- 力ード . 40, 71 

メモ U- 力ードのフォーマット . 4吕 

曰 

U チウム電池 . 33 

レンズ . 24 

露出補正 . 已4 
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QVNet のお知 5 せ 


QVNet は入会無料！カシオ製デジタルカメラをお買い上げのお 
客様を対象としたインターネット上の会員制サービスです。 

日 VNet のアドレスは http :// 日 VNet . casio . co . jp / 

主な サービス 内容^ 1 

開発 フォー ラム フリー!ク 

当社の QV 開発者び直接応答 会員同±で自由に意見交換 

- で N - 

ダウン□ー ド OVNet 撮影テク講座 

QV 関連 ,« 講師陣び作例をおし 

ソフトダウン□-ド 貝®!; 撮影テクを提供 

QVNet News ~~取材！開発秘話 

QV 最新情報をメールで配信 製品開発の裏話を取材 

参入会は簡単！会員登録とユーヴー登録び同時にミきみます。 

• アンケートはびさを巧函せず、ネット上での回答を0 K 。 

参ユーヴー登録のしかた 

ユーヴー登録は QVNet ( http :// QVNet . casio . coJp /) の 
【ユープー登録(会員登録)】から【ユーヴー登録】の画面に入り、 
機種リストからご利用のデジタルカメラを選おして登録を行つ 
て < ださい。 
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